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V　Patrick　Buckley准教授（ウェスタン・ワシントン大学、米国）の短期招請について
商学部教授　高橋昭夫
　2001年度国際交流基金による短期招聰外国研究者として、バトリック・バックリー
准教授をお招きすることができました。以下では、本プログラムの研究、教育上の成果を
中心にご報告申し上げます。
　バックリー准教授は、ワシントン大学で修士号を取得され、ボストン大学で博士号を取
得されています。専攻は経済地理学で、教鞭を執っているウェスタン・ワシントン大学で
は、地理学、地理情報システム（GIS）などの講義を担当されています。
　今回の講演では、クオリティ・オブ・ライフ（QOL）とGISをテーマとして、研究者向け
の研究発表ばかりでなく、学部学生にも興味が沸くような内容にしていただきました。具
体的には、学生自身が表計算ソフトを使いながら、QOLを計算するという実習が行われま
した。英語を学ぶのではなく、英語で学ぶという点で、これは学部学生には非常に好評で
した。
　3回の講演のタイトルはつぎのとおりです。
　1・Quality　of　Life［QOL】：Defining　and　ApPlying　the　Ordinal　Ranking　Methodology
　2・Where　do　young　PeoPle　live　and　why？Combining　Quality　of　Life　Measures　with
　　　Geographic　Infbrmation　Systems［GIS】to　understand　our　world．
　3．GIS　Ground－truthing　of　Quality　of　Life　Measures：Urban　Stress　in『Yakima，WA．
これら連続講演の目的は4つありました。まず、第1に、QOLの概念を詳細に紹介し、そ
の適用性および測定方法について理解をしてもらうこと。第2に、今回の講演の中心とな
る聴衆の年齢層（18－29歳）に焦点と当てて、同年代の米国の学生がどこに住みたい
と思い将来どこで仕事を得たいと考えているかにっいて、QOLの観点から明らかし、自分
たちのQOLと比較してもらうこと。第3に、地図や他の地理ソフトウエアを利用するこ
とによって、地理情報システムがQOLの地理的特性を理解する際にいかに有効であるか
を理解してもらうこと。第4に、民間部門および公共部門の両方で、計画や政策決定をす
る際に、GISを利用したQOLは重要であるが、いくつかの解決されなければならない問
題が存在すること、でした。
　これらの目的をもって、第1回目の講義では、QOL概念の基礎とQOL指標を作り出す
ためのテクニック、すなわちOrdinal　Rankillg　Systemが紹介されました。データとして
は、Human　Development　Indexを用いて、分析がなされました。参加した学生は、　QOL
についての講義を聞いた上で、各自デ・一…タが渡され、実際に表計算ソフトを利用して、分
析するという実習を行いました。時間の関係でかなり単純化したものでしたが、自ら分析
するという作業に興味をもった学生は多かったようです。
　第2回目の講義では、18－29歳の年齢層の人々が米国のどの地域に多く居住してい
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るかについて説明がなされました。そして、その年齢層の人々が居住場所を決定する際に、
影響を与えるQOLの要因について分析がなされた。その際に、聴衆の学生にも米国で行
われた調査と同様な調査票を配布し、実際に回答をしてもらいました。この作業に加わる
ことにより、聴衆は受身的に講義を聞くのではなく、能動的に講義に参加できたようです。
つまり、英語による1時間半の講義は、帰国次女を除いた一般の学部生にはかなり負荷の
大きいものと想像されましたが、調査票に答えるという作業はその負荷をかなり軽減して
くれたように思われました。
　第3回目の講義は、大学院生と教員を対象としてものでした。第1回および第2回の講
義は、ゆっくりと話してもらうようにお願いしていましたが、第3回目は、通常のスピー
ドで行われましたので、3回とも参加した学部生は、かなり驚いていたようです。この講
義の主眼は、彼が開発したモデルの妥当性を検討するものでした。ワシントン州のヤキマ
市のブロック単位のデータを使用していました。計画および政策決定をする際の道具とし
て、GISを用いたQOLモデルを開発するには、今後かなりの精緻化が必要であることが
明らかになりました。専門的な用語、特に統計用語が多かったので、学部学生にはむずか
しかったと思われます。しかし、ヤキマ市をビデオで紹介しながらの説明だったので、む
ずかしい統計用語はわからなくても理解できたところはいくつかあったようです。たとえ
ば、鉄道の駅の近くは、日本では利便性という点で評価されるが、米国では貨物列車が通
ることがほとんどなので、うるさいだけで評価が低いことなどです。
　次に、研究面について若干の報告をさせていただきたいと思います。前述のように、バ
ックリー准教授の専攻は経済地理学で、私の専攻は商品学およびマーケティングです。い
ずれも社会科学といえば、同じ領域ですが、現代のように細分化した学問分野から考える
ならば、明らかに異分野といえるでしょう。QOLの研究についてはいわゆる学際的な接近
が必要なことは多くの研究者が指摘するところです。M．　NussbaumとA．　Senは、　The
Quality　of　Lifb（1993）のはしがきにおいて、　QOLの概念をつぎのように説明しています。
「QOLという概念は、経済的および社会的評価ばかりでなく公共政策、社会立法、および
地域社会の建設計画にとって中心的なものである。しかしながら、1人当り所得などの経
済的成功というような指標がたいてい使用されるが、それはQOLの指標としては粗末な
ものにすぎない。したがって、QOLの概念の内容、範囲、および関連について体系的な探
索とともにその概念を具体的で利用可能なものにすることが是非とも必要である」と。つ
まり、QOLの客観的な側面ばかりでなく、主観的な側面も包含した総合的な研究が重要視
されているといえるでしょう。幸運にも、2002年度から明治大学社会科学研究所の総
合研究のプロジェクトの内定を頂きました。バックリー准教授も客員研究所員として総合
研究に参加することになりました。異分野の研究者によるコラボレーションを産み出すこ
とを目標としていきたいと考えています。
　最後になりましたが、バックリ・一一…准教授の招請という機会を与えていただいた明治大学
ならびに国際交流センターに深く感謝申し上げます。
一15一
